
第一三共のオープンイノベーション活動
TaNeDSの事例紹介－ TaNeDSの事例紹介

西田 健一

1

Jan 28, 2012  第一三共（株）研究開発企画部



第一三共：グローバル研究開発拠点
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第一三共：がん領域におけるパイプライン拡大への取組み

創薬研究創薬研究
フェーズ３フェーズ３

//上市上市フェーズ２フェーズ２フェーズ１フェーズ１前臨床試験前臨床試験

VemurafenibVemurafenibDSDS 22482248 EfatutazoneEfatutazone
（（PPARγPPARγ活性化剤）活性化剤）

VemurafenibVemurafenib
//ZelborafZelborafTMTM

（（BRAFBRAF阻害剤）阻害剤）
新規探索技術（AKIP）を用いた共同研究

DSDS--22482248
（（Hsp90Hsp90阻害剤）阻害剤）

DSDS--74237423
TivantinibTivantinibPLX3397PLX3397低

ARQARQ 092092
（（AKTAKT阻害剤）阻害剤）

（（PI3K/PI3K/ mTORmTOR阻害剤）阻害剤） TivantinibTivantinib
（（cc--MetMet阻害剤）阻害剤）

PLX3397PLX3397
（（FmsFms/Kit//Kit/

Fit3Fit3--ITDITD阻害剤）阻害剤）
分
子

国立がん研

D bD b

DSDS--30783078
（（mTORmTOR阻害剤）阻害剤）

国立がん研
究センター

NimotuzumabNimotuzumab

TigatuzumabTigatuzumab
（抗（抗DR5DR5抗体）抗体）

DenosumabDenosumab
//RanmarkRanmarkTMTM

（抗（抗RANKLRANKL抗体）抗体）

抗

U3U3 15651565

NimotuzumabNimotuzumab
（抗（抗EGFREGFR抗体）抗体）

自社品自社品

抗

体

抗体関連技術のアライアンス

33 3
3

U3U3--15651565
（抗（抗HBHB--EGFEGF抗体抗体））

パイプラインの補完と革新的技術の取り込み

U3U3--12871287
（抗（抗HER3HER3抗体）抗体）

自社品自社品

導入品導入品



ディスカバリー研究における重点領域の絞り込み

Key MessageKey Message
未充足医療ニーズの高い

Key MessageKey Message
重点領域での競争力の向上

｢重点｣カテゴリ｢重点｣カテゴリ ｢新規｣カテゴリ｢新規｣カテゴリ

未充足ニーズへの
新たなチャレンジ
未充足ニーズへの
新たなチャレンジ癌癌 循環代謝循環代謝

2010-
(第２期以

降）

2010-
(第２期以

降）

｢重点｣カテゴリー｢重点｣カテゴリー ｢新規｣カテゴリー｢新規｣カテゴリー

２０１５年に向けて現在の基盤の上に２０１５年に向けて現在の基盤の上に
２０１５年以降に向て

従来の疾患領域に
２０１５年以降に向て

従来の疾患領域に

新たなチャレンジ新たなチャレンジ

２０１５年に向けて現在の基盤の上に
さらなる競争力を構築する

２０１５年に向けて現在の基盤の上に
さらなる競争力を構築する

従来の疾患領域に
とらわれない新たな
切り口でチャレンジ

従来の疾患領域に
とらわれない新たな
切り口でチャレンジ

狙い狙い

血栓症、癌、糖尿病、自己免疫/関節リウマチ血栓症、癌、糖尿病、自己免疫/関節リウマチ2007-09
（第１期）
2007-09
（第１期）
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（第 期）（第 期）



製薬研究開発ステージとオープンイノベーション

External Seeds External projects External products
Discovery &
Pre-Clinical

( for IND)

Translational 
Research
( for POC)

Clinical 
Development

( for NDA)( for IND) ( for POC) ( for NDA)

LCM

External Seeds External Projects External Products
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研究開発各ステージにおける、戦略的なオープンイノベーションが重要



創薬シーズのソース

New drug approvals(FDA 1998 – 2007)
by discovering organization 

Univ

y g g

Biotech 11%
18% Univ

31% Pharma
44%

Pharma 71%
44%

Biotech 25%

Follow ‐ on Scientifically Novel

新規性の高い医薬品の過半数は、アカデミアやバイオテックに由来

⇒ 製薬企業にと て 新薬創製のためにオ プンイノベ シ ンは不可欠

(from Nature Rev Drug Disc 2010 ) 
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⇒ 製薬企業にとって、新薬創製のためにオープンイノベーションは不可欠



オープンイノベーションの活性化

研究者の意識改革 (自前主義からの脱却)

重点領域について
提携方針の明確化

オープンイノベーション
の体制強化

第一三共が求める研究課題
（Wish List）を外部に提示

【グローバル】

日米欧連携による提携機会探索
体制体制

【日本】

地の利と当社プレゼンスを活か
したシーズ掘り起こし

創薬共同研究公募 (TaNeDS)

外部創薬ネットワークの拡大
多様なイノベーションソースの確保

創薬共同研究公募 (TaNeDS)
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多様なイノベーションソースの確保



TaNeDS (Take a New Challenge for Drug Discovery)

第一三共株式会社は、創薬に関わる様々な研究シーズや医薬品製造に関わる技術
シーズを、日本国内の大学・公的研究機関を対象に広く募集します
TaNeDSはアカデミアの医療貢献に対する自己実現を支援する仕組みです

1. 共同研究希望のテーマリストを提示
第一三共

大学・公的機関

L b
2. 応募

Lab.
3. 選考

84. 共同研究



TaNeDSコンセプト: Multi Entrance & Multi Exit

Citation from TaNeDS HP

3つの応募タイプ

様々な研究ステージの提案に対応可能な仕組みを用意

A.シーズ/技術探索型、B.シーズ/技術育成型、C. 製薬技術育成型
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様々な研究ステージの提案に対応可能な仕組みを用意



領域別選考/採択結果：TaNeDS 2012 & 2011

TaNeDS 2012 TaNeDS 2011

研究領域 １次選考 ２次選考 採択 １次選考 ２次選考 採択研究領域 １次選考 ２次選考 採択 １次選考 ２次選考 採択

がん領域 103 7 4 144 8 5

循環代謝領域 72 8 3 94 7 4

フロンティア領域 58 3 3 138 5 3

バイオロジクス 107 11 7 107 10 4バイオロジクス 107 11 7 107 10 4

製薬技術 17 3 3 45 7 5

計 359* 32 20 528* 37 21
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応募件数：２５０件 （２０１２年）、３３７件（２０１１年）
＊ 選考数は、領域オーバーラップ案件を含む



TaNeDSの成果と今後の展開

・ これまでアクセスできていなかった国内アカデミアの創薬
シーズ（研究標的、技術）を汲み取ることができた（研 標 、技術） 汲み

・ 新規の創薬シーズ獲得を目指した研究テーマを採択できた

・ 第一三共のオープンイノベーション展開を社内外に広めるこ
とができた

今後の展開

・ 社内創薬研究への展開 継続的な人的交流・ 社内創薬研究への展開、継続的な人的交流

・ 知的財産の的確かつ戦略的な活用

T N DS募集研究領域の拡大 グロ バル展開
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・ TaNeDS募集研究領域の拡大、グローバル展開



製薬企業の研究開発活動の特殊性と
オープンイノベーション活動の留意点

製薬企業の研究開発活動の特殊性

・ 製品化の成功確率が極めて低い

・ 発明完成時に具体的な製品デザインと市場予測が困難

（研究開発期間が長いため）

他の業種に比べて 製品をカバ する特許が少ない・ 他の業種に比べて、製品をカバーする特許が少ない

（特に物質特許が重要）

オープンイノベーション活動の留意点

・ 連携のExit(成果)は、様々な研究開発段階で設定する必要

（長期間の研究開発、ゴールは製品上市だけではない）

・ 産学連携を推進する仕組みと専門人材が必要

（契約、知財、ビジネス、科学的専門性）

・ 特許出願には周到な検討が必要

（出願内容の完成度と出願のタイミング）
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（出願内容の完成度と出願のタイミング）


